
Excelを用いて
電磁気学の現象を

グラフから理解する。
実践例：理系コースの高校生向けの物理の授業にて…

（コンデンサとコイルの過渡現象）
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🔋過渡現象とは？

コンデンサの過渡現象
(充電)

コイルの過渡現象
(自己誘導)

教科書 東京書籍「物理」より

コンデンサやコイルを電池につなぐと、
電圧や電流は時間的には一様にならず、

変化していく。

この様子をグラフに起こしてみる。



この授業のねらい
• 教科書に載ってあるグラフを、Excelを用いることで、

生徒自身で正確に描き、正しく物理現象を理解する。

なんとなくこんな感じでしょ？…ではなく、
理論的に正確なグラフを描いてみよう！

電荷

時刻0

• なかなか実験しづらい内容だからこそ、モデルを使うことで
物理現象を理解することができる。 (シミュレーションのようなもの？)



⚡コンデンサの過渡現象
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電流𝐼[A]

電荷𝑸[C]
時刻𝑡[s]における、
回路全体を流れる電流の値𝐼[A]は…

時刻𝑡[s]における、
コンデンサに蓄えられる電荷の大きさ𝑄[C]は…

電気容量𝐶[F]のコンデンサを、
抵抗値𝑅[Ω]の抵抗と
起電力𝑉[V]の電池でできた回路につなげる。



この設定では、定数は
｢電池の起電力｣、｢コンデンサの電気容量｣、｢抵抗の抵抗値｣である。

瞬間値を示すセルには、
数式を打ち込む。



３つの定数の値を変えることで、
グラフの概形が変わる様子を簡単に確認することができる。
（物理量をどのように変えると、電荷がたまりやすいか…？）

数式に従って
計算された値を
グラフに表す。



🧲コイルの過渡現象

自己インダクタンス𝐿[H]のコイルを、
抵抗値𝑅[Ω]の抵抗と
起電力𝐸[V]の電池でできた回路につなげる。

時刻𝒕[s]における、コイル生じる誘導起電力𝑽[V]

時刻𝒕[s]における、コイルに流れる電流の値𝑰[A]



コンデンサの時と同様に、定数を変えて、グラフの挙動を確認することで、
物理現象を比較し、内容を理解することができる。




